
　子どもたちが、友だちの声をしっかり聴きながら、夢中になって学びに向
かう姿をめざしています。
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　６月３０日（水）講師の先生を招いて、授業研究を行いました。

　今と将来にわたってたくましく生き抜く子どもたちにとって必要な力は、
単に答えを求めるだけでなく、そのプロセスを大切にし、わからないことを
わからないと発信し、その上で他者(自分の周りにいる人)と協働し、何とか
自分なりの「解」を導き出そうとする力です。自分で考え、判断し、行動
（表現）する力です。


　「自分で考え」ということは、「たった一人で考える」ということではあ
りません。他者（自分の周りにいる人）の考えを単に鵜呑みにするのではな
く、他者（自分の周りにいる人）の考えを自分の中に取り入れながら、自分
なりに考えるという意味です。そうすることで、自分だけでは到底たどりつ
くことのできない高みにまで自分を引き上げることができます。そのために
は、「聴く」ということが学びの中においてもっとも大切になってきます。
「聴きながら考える」「考えながら聴く」という学習習慣を授業の中で積み
上げることができるよう私たちも日々、授業の有り様をともに学び合ってい
ます。

　


